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⚫概要
「まちの応援プロボノチーム」は、各町会・自治会が抱える個別の課題や先行事例が少ない課題を解決
すべく、5名前後のプロボノワーカーチームが町会・自治会の皆さんのお声を聞きながらプロジェクト
を推進し、町会・自治会毎の成果物を提供するプログラムです。

⚫支援内容例
町会・自治会が抱える課題・ニーズの例 プロボノによる支援内容の例

運営の担い手を増やしたい
作業負担を軽くしたい
事務作業を効率化したい

運営を改善したい…

行事の参加者を増やしたい
若い世代に関心を持ってほしい
加入率を高めたい

参加の輪を広げたい…

新しいイベントを企画したい
既存の活動を見直し改善したい
住民の希望・ニーズを知りたい

活動を刷新したい…

運営改善のための
組織づくりをサポート

より効果的な
情報の伝え方や
活動方法の提案

住民の声を集め、
活動のあり方を
一緒に見直し

作業内容の見える化・整理のための

業務の棚卸し、効率化の提案

初めての参加者でも手伝える

運営マニュアル作成

実現可能なイベントを

一緒に考えて企画立案

団体の活動の魅力を伝える

チラシ・パンフレットの改善

課題の見える化、解決策の提案

住民ニーズ （意識・期待） 調査
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※打ち合わせは、状況により
オンラインで実施

事前準備（2か月程度） プロボノ活動期間（2～4か月程度）

町
会
・
自
治
会
の

皆
さ
ん

プ
ロ
ボ
ノ
ワ
ー
カ
ー

応募受付

支援内容の
ヒアリング

支援内容の
合意

事前資料の
提出

支援内容
説明会

参加説明会
（随時開催）

参加応募
チーム編成

事前
オリエン

テーション

プロボノチームは事前に集まり、
プロジェクトの準備を開始します。

キックオフ
ミーティング
（顔合わせ）

町会・自治会とプロボノチームが
初対面し活動への理解を深めます。

中間提案 成果提案

チーム
ごと

の作業

進捗
共有会 振返り会納品

受領
確認

住民の皆さんへのヒアリングや成果物の作成など
目標に向けてチームごとに作業を進めます。

事後
アンケート

など

ヒアリング
対応

質問・依頼
などへの
協力

完了

成果物

事後
アンケート

など
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木曽中央町内会[町田市] 構成世帯数約250

町内会の魅力がつたわる、つながりが生まれ・持続するパンフレット

⚫プロジェクトと成果物の概要

町田市の中央に位置し、町田駅からバス約15分、古淵駅を最
寄りとする緑豊かな住宅街です。かつては５つの町内会・自

治会と一体で、現在も祭りを合同開催するなど連携が続いて
います。約500世帯のうち加入は半数程度で、退会の増加や
新規入会の減少、担い手不足が課題となっています。

木曽中央町内会ではこれまで、活動の魅力を言語化・可視化
するツールがなかったため、既存会員や住民へのヒアリング

などを基に、パンフレットを作成するプロジェクトを行いま
す。新たな住民に町内会を知ってもらうとともに、会員間で
の意識の共有につなげることで、より安心して暮らせる地域

づくりを目指します。

▼中間提案時

▼成果提案時

支援内容 : 町会の魅力を伝えるパンフレットの作成

ポイント : ① これまでに取り組んだことのない「町内会の魅力の言語化・視覚
化」にチャレンジ

② 簡易版のポスター・チラシ、MAPや年間イベントも入った詳細版
の三つ折りパンフレットの２種を作成

③ 情報発信を通じて新たなつながりを広げられるよう、町内会の方々
に向けた「Canva勉強会」を予定（※2月26日時点）
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⚫成果物

キックオフ
ミーティング

団体とプロボノチームとの初顔合わせ。現地訪問も織り交ぜて地域の様子を把握。町内会の情報発信の現状と
課題、ヒアリング対象者の確認、リサーチ要件を双方で確認しました。

調査・ヒアリン
グ実施

プロボノチームが、町内会から紹介のあった対象者に、ヒアリングをオンラインで実施しました。併せて、他
町会の情報発信事例の調査なども行いながら、対象者別に声を収集・整理していきました。

中間提案 プロボノチームが、ヒアリングと調査結果に基づき、コンセプトと制作物の方向性を提案。町内会との議論を
へて、具体的な掲載内容について確認をしていきした。

成果提案
中間提案で合意した内容に基づき、プロボノチームから、簡易版と詳細版２種のデザインを提案。会員のみな
さんの想いや意見を伺いながら、掲載内容の細やかな調整をし、ブラッシュアップ。継続的に情報発信に取り

組んでいただけるよう、プロボノチームによる「Canva勉強会」の実施についても提案を行いました。

⚫プロジェクトの流れ

木曽中央町内会[町田市] 構成世帯数約250

町内会の魅力がつたわる、つながりが生まれ・持続するパンフレット
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THE TOKYO TOWERS自治会[中央区] 構成世帯数約2,800

大型マンションのゆるやかなつながりづくりに向けたLINE活用提案

⚫プロジェクトと成果物の概要

中央区勝どきにある大規模タワーマンション「THE TOKYO 
TOWERS」（約7,000人居住）の自治会は、住民同士や周辺地域

のコミュニティ形成を担う役割として活動を行っていますが、
住民の関心の低さや自治会活動の認知不足などの課題を抱えて
います。特に、既存の情報発信はイベント告知的な活用が主で

あり、自治会がコミュニティづくりに取り組む思いや意義が十
分に伝わっていない状況でした。
今回のプロジェクトでは、LINEアンケートや多世代・外国籍住

民、サークル運営者へのヒアリングを通じて住民ニーズを調
査・分析。情報発信を単なる告知にとどめず、関係性が育つ
ツールに転換し、無関心層とのゆるやかなつながりづくりにつ

なげるための情報発信設計を提案しました。

支援内容 : コミュニティづくりを支えるためのSNS活用設計

ポイント : ① 自治会公式LINEでのアンケート実施により、現状のLINE受け取り手の
属性やニーズを把握。

② 多世代へのヒアリングにより、ファミリー、シニア、外国籍といった
層ごとに異なるニーズや考えを丁寧に聞き取り、把握。

③ 自治会公式LINEを「関係性を育む場」と再定義し、効果的な情報発信
方法を提案。

▼成果提案時

▼中間提案時
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⚫成果物（一部抜粋）

キックオフ
ミーティング

互いの自己紹介のあと、役員のみなさんに自治会の現状や課題を詳しく伺うとともに、プロジェクトの進め方
やゴールを確認。今回のプロジェクトに対する期待や背景の思いなどへの理解が深まる時間となりました。

調査・ヒアリン
グ実施

チーム全員で「コミュニティフェスティバル」に参加し、地域の活気と住民の様子を肌で感じました。また、
公式LINEでのアンケートに加え、ファミリー層、アクティブシニア、外国籍住民、サークル運営者への個別ヒ

アリングを行い、ニーズを把握しました。

中間提案 調査結果に基づき、LINEが住民向けツールとして有効であることや、サークル活動を通じた活性化の可能性を
報告。残りの調査計画や成果物の方向性を提案しました。

成果提案
これまでの調査結果を踏まえながら、マンション内でゆるやかなつながりづくりを広げるための公式LINE活用
の方法を提案。また、調査を通して見えてきた自治会の強みとともに、サークル活動と連携した横のつながり

拡大の方向性についても、チームの気づきとともに提案しました。

⚫プロジェクトの流れ

THE TOKYO TOWERS自治会[中央区] 構成世帯数約2,800

大型マンションのゆるやかなつながりづくりに向けたLINE活用提案
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下目黒五丁目自治会 [目黒区] 構成世帯数約1,350

期間限定で関わる「新・下五サポーター」募集チラシの作成

⚫プロジェクトと成果物の概要

下目黒五丁目自治会（目黒区下目黒五丁目 約1,350世帯）は、
林試の森公園を擁する豊かな自然や歴史的な名所、さらに大使

館もあることから多文化が共生する側面も持っています。2020
年度からの運営改革で、行事参加者は5年で約3倍に増加。現在
は「出来る人が出来る時に出来ることを」を掲げ活動を推進し

ています。そんな中、まだ「自治会は大変そう」というイメー
ジが強く、新たな役員候補との接点づくりに課題を抱えていま
す。

今回のプロジェクトでは、30代から50代をメインターゲットに、
新たな担い手をリクルートするためのキャンペーンツールを作
成。プロボノによる第三者の視点で、魅力の言語化や、ポスト

役員にアプローチするための施策を団体と共に検討し、次世代
を担う人材募集のチラシに落とし込んでいきました。

支援内容 : 新たな担い手の募集用キャンペーンツール作成

ポイント : ① プロボノチームが、イベント見学や、住民へのアンケート、役員・積
極的な参加者へのヒアリングを実施し、ニーズや参加の障壁を特定。

② 調査結果をもとに、自身のライフスタイルに合わせて期間限定で関わ
れる「役員より軽い位置づけの枠組み」のネーミングを提案。

③ 対象者層の不安に答えるQ&Aや、具体的な活動内容を明示した募集
チラシの雛形を制作。

▼成果提案時
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⚫成果物（一部抜粋）

キックオフ
ミーティング

プロジェクトのゴールを「新たな担い手の募集用キャンペーンツールの作成」と設定。ターゲットを30代～50
代の働く世代とし、彼らが「興味・関心」から「行動」へ移るための施策とコミュニケーションツールの構成

案を提案することで双方で合意しました。

調査・ヒアリン
グ実施

プロボノチームが「下五ハロウィン」の現場を見学し、活気ある運営を体感。その後、住民アンケート（50名
回答）や、役員・積極的な参加者へのヒアリングを実施し、役員参加への潜在的なニーズと参加障壁を洗い出

しました。

中間提案
調査結果をもとに、ターゲット層が抱える不安を払拭するため、「下五サポーター」という新しい関わり方の
ネーミングを提案。チラシの構成案として、表面で魅力を伝え、裏面で具体的な活動内容や負荷の目安を提示

する方向性を確認しました 。

成果提案
プロボノチームが、団体と共にA4両面のチラシの雛形を作成し、提案。表面にはよくある不安に答えるQ&Aを、
裏面には「イベント実施」「広報・SNS」などの具体的な募集枠記載し、心理的なハードルを下げる工夫をし

ました。

⚫プロジェクトの流れ

下目黒五丁目自治会 [目黒区] 構成世帯数約1,350

期間限定で関わる「新・下五サポーター」募集チラシの作成
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白鷺町会[中野区] 構成世帯数約3,500

いつでも見つかる・つながる白鷺町 ーまちの安心情報サイトー

⚫プロジェクトと成果物の概要

白鷺町会（中野区白鷺1丁目・2丁目、約3,500世帯）は、新旧
住民が混在する多世代地域です。 現在のウェブサイトは情報量

が非常に多く、整理が不十分なため「本当に伝えたいことが住
民に届きにくい」という課題を抱えていました。 
プロボノチームが、ウェブサイトの目的を再定義し、「どのよ

うな情報を、どのように見せるべきか」を具体的な構成案とし
てまとめました。併せて、町会の皆さまが今後無理なく情報を
発信し続けられるような運用体制についても配慮していきまし

た。
このプロジェクトを通して、団体はウェブサイトを単なる情報
置き場ではなく、地域のつながりを育むための大切なきっかけ

づくりの場へと転換することを目指していきます。

▼中間提案時

▼成果提案時

支援内容 : 住民が見たくなる！ウェブサイト改善方針の提案

ポイント : ① プロボノチームがウェブサイトの役割を示したコンセプトを立案。
メインコンテンツを「3本柱」とし、住民の訪問の動機付けを提案。

② ウェブへの動線強化のために、回覧板や掲示板など紙から誘導する
具体的な工夫を提案。

③ スマートフォンでの見やすさを考慮し、トップページから迷わず目
的の情報にたどり着くための導線を提案。
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⚫成果物（一部抜粋）

キックオフ
ミーティング

団体とプロボノチームとの初顔合わせ。団体の情報発信の現状と課題、ヒアリング対象者の確認、リサーチ要
件を双方で確認しました。

調査・ヒアリン
グ実施

プロボノチームが、現行サイトの分析に加え、他町会の先進事例を調査。
並行して、団体から紹介のあった対象者に、ヒアリングをオンラインで実施しました。ウェブサイトから得た

い情報について、世代ごとの声を収集・整理していきました。

中間提案 プロボノチームが、ヒアリングと調査結果に基づき、コンセプトと、改善の方向性を提案。団体との議論をへ
て、ウェブサイト改善の方針案作成のための方向性について合意形成しました。

成果提案
中間提案で合意した内容に基づき、プロボノチームから、メインコンテンツを「3本柱」とした構成案や、ウェ
ブサイトの閲覧数を増やすための様々な施策を提案。チームの案をヒントに団体様からさらに発展させたアイ

デアが出されるなど建設的な場となりました。

⚫プロジェクトの流れ

白鷺町会[中野区] 構成世帯数約3,500

いつでも見つかる・つながる白鷺町 ーまちの安心情報サイトー
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宮三町会[中野区] 構成世帯数約1,000

町会活動への関わりしろを生み出すための住民意識調査＆提案

⚫プロジェクトと成果物の概要

支援内容 : 住民意識調査の実施および結果の分析に基づいた施策提案

ポイント : ① プロボノチームが住民アンケート内容を設計。町会側との迅速な連携
で1,000世帯に短期間で配布、非会員マンション住民からも回答あり。

② 町会役員内部や企業会員へのヒアリングも実施し、アンケート調査結
果と合わせて内容を分析。

③ 今回初めて収集した住民の実際の声をもとに、住民との接点を強化す
る情報発信や役員以外の町会活動への関わり方など7つの施策を提案。
他町会の事例も加え、役員内に共有しやすい資料を作成。

JR中野駅の南側、古くは中野氷川神社の参道だった道沿いに住
宅街が広がり、戸建てに住む以前からの住民と、新たにマン

ションに越してくる住民が入り混じる地域です。神社の例大祭
をはじめ子ども向けのイベントや防災・防犯活動などもっと盛
り上げていきたいと考えていますが、特に新たに越してくるマ

ンションの住民などと接点が作れていない現状があります。
そこで今回のプロジェクトでは「直接住民の声を聞いて考えた
い」という現町会役員の皆さんの思いを形にし、対象地域の住

民の意識調査を初めて実施。並行して実施したヒアリング内容
と合わせてプロボノチームが結果を分析し、町会活動に幅広い
住民に関わってもらうための施策を提案しました。

▼キックオフ時

▼成果提案時
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宮三町会[中野区] 構成世帯数約1,000

⚫成果物（一部抜粋）

キックオフ
ミーティング

団体とプロボノチームとの初顔合わせ。町会長さん・副会長さんからもこれまでの町会の歩みを伺い、現状の
課題感や今回のプロジェクトへのニーズを確認。議論を通じて焦点を絞り込むことができました。

住民アンケート
の設計・実施

ヒアリング実施

プロボノチームは町会の認知有無やイベント・活動への期待など住民の声を収集するアンケートを設計し町会
側に連携。迅速な町会側の対応で、短期間で非会員を含む約1,000世帯に配布。並行して町会内の青少年部や企

業会員の方々へのヒアリングも実施し、子どものいる家庭や地元企業の方々との関わりのヒントも探りました。

調査結果の分
析・報告

プロボノチームが調査結果を取りまとめ、町会イベントに不参加の理由には逆にヒントが隠されていることな
ど結果を分析して報告。また今回の調査実施で、接点を持ちにくかった非会員の住民からも回答を得られたり、

今後町会からの追加ヒアリングに協力可能と答えた住民も複数いるなど副次的な効果もありました。

他事例のリサー
チ・成果提案

アンケート結果を基に今後の町会イベントの内容や、幅広い住民に活動や運営に参画してもらうための工夫な
どプロボノチームから7つの施策を提案。参考になりそうな他町会事例も加えわかりやすい資料にまとめました。

⚫プロジェクトの流れ

町会活動への関わりしろを生み出すための住民意識調査＆提案
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八王子四谷町会 [八王子市] 構成世帯数約1,300

交流イベント「四谷つながりフェス」の企画立案とチラシ作成

⚫プロジェクトと成果物の概要

八王子市の中心部に広がる四谷町。八王子四谷町会（構成世帯
数：1300世帯、加入世帯数：395世帯）では、資源回収や防犯

活動に加え、300年の歴史を持つ市指定無形民俗文化財「四谷
の龍頭舞」を大切に継承しています。今年度からは新体制とな
り、伝統を守りつつ、新たな発想で地域コミュニティを活性化

させたいという熱い思いで活動しています。
四谷町会は、子育て世代の転入が増加している一方で、既存の
祭りなどの行事の参加者が固定化していて、住民同士の対話が

生まれるような交流の機会が不足しているのが現状です。
そこで、住民間の新たな接点を創出し、地域コミュニティを活
性化させることを目的とした「住民間の新しい交流イベントの

企画立案」と、イベントを告知する「チラシ作成」を支援しま
した。

支援内容 : 交流イベントの企画立案とチラシ案の作成

ポイント : ① プロボノチームが複数の地域住民、育成会（子ども会）の方、地域の
子ども食堂を運営されている方にヒアリングし、ニーズを把握。

② 町会が目指す姿になっていくための課題整理・ロードマップ案を提案
のうえで、今回の成果物となるイベントの位置づけを確認。

③ 初回開催のターゲットとなる子育て世帯に向けた具体的な企画内容・
コンテンツを提案し、告知用のチラシ案も作成。

▼成果提案時

開催された
イベントの
様子
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⚫成果物（一部抜粋）

キックオフ
ミーティング

団体とプロボノチームとの初顔合わせ。終始和やかな雰囲気で、活動や関係者について詳しく伺い、町会のみ
なさんの思いに触れました。ヒアリングや現場見学などのご相談もでき、プロジェクトがスタート！

調査・ヒアリン
グ実施

メンバーが現地を訪れ、町会内を案内いただきながら活動現場を見学。加えて、複数の地域住民や、育成会
（子ども会）の方、地域の子ども食堂を運営されている方に個別ヒアリングを実施し、ニーズを把握しました。

プレ中間提案・
中間提案

プロボノチームが、ヒアリングと調査結果に基づき、あらためて町会が目指す姿になっていくための課題整
理・ロードマップ案を提案。そのうえで、今回の成果物となるイベントの位置づけを確認しました。

イベントの方向性について合意した内容を基に、チームから具体的な企画内容・コンテンツ案、チラシ案をプ
レゼンテーションしました。

成果提案 イベント企画とチラシの内容について、最終確認・調整を行いました。

⚫プロジェクトの流れ

八王子四谷町会 [八王子市] 構成世帯数約1,300

交流イベント「四谷つながりフェス」の企画立案とチラシ作成
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